
（別紙３）

～ ２０２５年　１１月　２８日

（対象者数） 24 （回答者数） 22

～ ２０２５年　１２月　１０日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・設備や大型遊具などをさらに有効的に活用できるよう、専

門的な知識や技術の向上を目指す

2

・試食会やホームページ等を通して事業所での食育や活動の

内容を知っていただく

3

・送迎に時間がかかり療育時間が短くなる場合があるため保

護者の方への送迎の協力も検討していく

・事業所での取り組みをお伝えしながら保護者や地域との連

携を図っていく

4

・引き続き連携を図る

5

・職員間で情報共有を継続して行い、より児童の成長に繋が

る支援方法を検討し実施していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員の見守り体制や環境整備を工夫し、児童が安全に過ごせ

る施設づくりに取り組む

2

専門職の採用に向けて動きつつ、個々の専門的知識と技術の

向上を目指していく

3

保護者の意向や地域の事情に合わせた利用計画や利用目標を

設定する

送迎ルートの見直しや業務の効率化を図る

保護者との連携により、可能な範囲で送迎方法（自主送迎

等）の調整を検討する

園や保護者との連携・協力を得ながら、療育の必要性を伝え

継続した利用となるよう促していく

○事業所名 あしやみらい

○保護者評価実施期間
2025年　１１月　４日

○保護者評価有効回答数

専門職員の採用・確保が難しい・専門職の常勤職員が不在である

２０２５年　１１月　２８日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　１２月　１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・公立園、保育所等の利用児は週１回、午後からの利用に集

中する

・園行事やスケジュールによる欠席や利用調整等、影響を受

けやすい

・送迎に職員の数と時間がかかり、個々に関われる時間を十

分に確保できない状況がある

利用頻度の規制や利用時間が短い等の理由で、事業所にこど

もが慣れるまで時間がかかり、長期の支援期間が必要となる

曜日や時間帯が重なり、希望する児童の受け入れが難しい場

合がある

・大型感覚統合器具が充実している

・設備環境が整っている

・部屋数が多く必要に応じて使い分けができる

・一人ひとりに応じたプログラムを工夫している

・こどものクールダウンやST訓練など、個別に適した場所を

確保している

・時間や状況によって部屋の使い方や用途を変えて、導線や

活動の流れがわかりやすくなるようにしている

・支援目標を意識した集団や集まり時の活動内容を工夫して

いる

・手作りの給食やおやつの提供があるため、園での生活に近

い形で食べる場面が作れる

・調理や配膳の工夫だけでなく、座席の配置や高さなど、個

人やメンバーに合わせてその都度調整している

・食事は楽しい雰囲気づくりを意識している　食具の練習は

制作や遊びを通して行っている

・小集団での療育で一人ひとりに合わせた支援が出来る ・特性を理解し認められる安心感と成功体験を積ませるとい

う意識を持って接している

・月ごとのテーマを決め、週ごとに運動・微細/感覚・生活・

制作の活動内容を考えている

・定期的にフォーマルなアセスメントを使用し評価し、直接

支援に関わる職員からの聞き取りや意見についても確認しモ

ニタリング結果報告に記載している

・送迎サービスがあるため、保護者の負担を減らし、利用

　がしやすい

・年に2回保護者や兄弟向けの参観を企画している

・保護者向けの懇談会やペアレントトレーニングを企画して

いる

・送迎順番やルートなどその都度検討し、職員間で共有して

いる

・療育場面の見学・体験を通してこどもとの関り方や事業所

の理解に繋げている

・保護者同士の情報交換の場やグループでの相談援助を行っ

ている

・同法人の放課後等デイサービスや保育所等と交流すること

ができ、希望すれば紹介・利用ができる

・施設間での交流がある（夏祭りや事業所訪問など）

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・施設が広く死角ができやすい為、安全面への配慮が必要と

なる

遊戯室と廊下の間にしっかりとした間仕切りがないため、こ

どもたちが自由に行き来できてしまう

事業所における自己評価総括表公表


